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市政記者クラブ  様 

 
○調査テーマに関すること 
スポーツ市民局地域振興部区政課 

                             担当：後藤・前野  （972-3111） 
健康福祉局生活衛生部食品衛生課 

                             担当：尾関・久保田 (972-2649） 
                              スポーツ市民局市民生活部地域安全推進課 

                        担当：藤井・手島  （972-3121） 
                  観光文化交流局文化歴史まちづくり部文化芸術推進課 
                        担当：谷・中村（有）（972-3172） 

スポーツ市民局人権施策推進部人権施策推進課 
                        担当：百合草・松田 （972-2583） 
                 ○調査概要に関すること 

スポーツ市民局市民生活部広聴課 
担当：橘・月足    （972-3138） 

 

令和 6年度第 2回市政アンケートの結果について 
  
第 2回市政アンケートの調査結果がまとまりましたので、下記のとおりお知らせします。 
 

１．調査結果（抜粋） 

○テーマ１：区役所における窓口サービスについて（所管：スポーツ市民局区政課） 

・望まれている区役所の窓口サービスは、「ワンストップで手続き可能な窓口」と答えた人が 

 約 5 割（問 5） 

特に望む区役所の窓口サービスはどのようなものかたずねたところ、「複数の窓口に行かな

くて済むワンストップで手続き可能な窓口」と答えた人が 50.7％で最も多く、次いで「対面で

丁寧に相談にのってくれる窓口」45.0％、「説明や手続きが分かりやすい窓口」44.3％の順でし

た。手続きが煩雑ではなく、困ったときに丁寧に応対してもらえる窓口が求められていること

がわかりました。今回の調査結果を踏まえ、本市の区役所の窓口サービス向上に向けた今後の

取り組みの参考にしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

45.0%

50.7%

34.3%

44.3%

22.2%

18.4%

26.6%

2.9%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

対面で丁寧に相談にのってくれる窓口

複数の窓口に行かなくて済むワンストップで手続き可能な窓口

場所や時間を問わず手続きや相談ができる窓口

説明や手続きが分かりやすい窓口

手続きのデジタル化等による、申請書等を手書きしなくてよい窓口

事前予約制の導入などによる、待たなくてよい窓口

手続きや相談のオンライン化などによる、行かなくてもよい窓口

その他

無回答

Ｎ＝875 



○テーマ２：人とペットの共生について（所管：健康福祉局食品衛生課） 

・市立小中学校でのペットとの同行避難が可能なことを知らなかった人が 7割以上（問 12） 

市立小中学校でのペットとの同行避難が可能なことを知っていたかたずねたところ、「知ら

なかった」と答えた人が 74.9%と、市民のみなさまに市立小中学校へのペットとの同行避難に

ついて十分知られておらず、より一層のペット防災の周知啓発が必要であることがわかりまし

た。ペットが理由で避難できなかった方が二次災害に遭うなどの事例を防ぐためにも、引き続

き各種防災訓練等においてペット防災にかかる啓発に努めてまいります。                            

                                   Ｎ＝875 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○テーマ３：再犯防止の推進について（所管：スポーツ市民局地域安全推進課） 

・犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと思わない人の割合が約 5割（問 17） 

犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと「思う」「どちらかといえば思う」と回答した人の

割合は前回調査(令和 4年第 3回市政アンケート)の 31.0%から減少し、24.9%となり、より一層

の広報・啓発が必要であることがわかりました。 

 引き続き名古屋市再犯防止推進計画に基づき、広く市民や事業者等への広報・啓発活動を行

い、犯罪をした人等の立ち直りを応援する社会的機運の醸成を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                                     

 

 

 

知っていた
6.3%

市立小中学校で同行避難が可能

なことは知っていたが、飼育場

所は知らなかった
17.9%

知らなかった
74.9%

無回答
0.9%

思う

5.6%

どちらかといえば

思う

19.3%

どちらかといえ

ば思わない

28.2%
思わない

19.3%

わからない

25.6%

無回答

1.9%

思う
7.4%

どちらかといえば思う
23.6%

どちらかといえば

思わない
29.0%

思わない
12.4%

わからない
20.7%

無回答
6.9%

令和4年度第3回市政アンケート    

Ｎ＝875     Ｎ＝918 

令和6年度第2回市政アンケート    



○テーマ４：次期文化芸術推進計画について（所管：観光文化交流局文化芸術推進課） 

・文化芸術の分野において、本市に今後必要な取り組みは「身近な施設で、気軽に、文化芸術

を鑑賞できる機会を提供する」が約 4割（問 32） 

文化芸術の分野において、本市には今後どのような取り組みが必要だと思うかたずねたとこ

ろ、「身近な施設で、気軽に、文化芸術を鑑賞できる機会を提供する」と答えた人が42.2％で最

も多く、次いで「まちなかで、日常的に、文化芸術に触れる機会を提供する」28.1%、「文化芸

術を活用して、観光、まちづくり等文化芸術以外の分野と協力した活動を行う」23.4％、「誰も

が分け隔てなく公演が鑑賞できる環境を整える」21.5％の順でした。 

今回の調査結果を参考に、次期文化芸術推進計画策定に向け、本市の文化芸術に関する取り

組について検討してまいります。            

                                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○テーマ５：人権について（所管：スポーツ市民局人権施策推進課） 

・今の日本が、基本的人権の尊重されている社会だと思う人の割合が約 6 割（問 34） 

今の日本が、基本的人権の尊重されている社会だと思うかたずねたところ、59.1％が「そう

思う」「どちらかといえばそう思う」という肯定的な意見でしたが、令和5年度に実施した人権

についての市民意識調査の結果が65.2%であったことと比較すると、6.1％減少しているという

結果になりました。 

今後は、いただいた結果を受け止め、人権尊重意識が広くいきわたった地域社会づくりを進

めるため、さらなる人権教育・啓発を進めるとともに、人権擁護体制を充実するための新たな

仕組みづくりを推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う

11.9%

どちらかといえ

ばそう思う

47.2%

どちらかといえ

ばそう思わない

16.0%

そう思わない

11.7%

わからない

9.8%

無回答

3.4%

そう思う

14.5%

どちらかとい

えばそう思う

50.7%

どちらかとい

えばそう思わ

ない

18.1%

そう思わない

8.5%

わからない

6.8%

無回答

1.2%

令和 5年度人権についての市民意識調査 

18.7%

23.4%

42.2%

28.1%

19.8%

21.5%

13.0%

7.7%

14.4%

1.5%

18.2%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

文化芸術に関わる人材を育てる支援体制を作る

（活動場所の提供など）

文化芸術を活用して、観光、まちづくり等文化芸術以外の

分野と協力した活動を行う

身近な施設で、気軽に、文化芸術を鑑賞できる機会を

提供する

まちなかで、日常的に、文化芸術に触れる機会を提供する

文化芸術に関する情報を広く発信する

誰もが分け隔てなく公演が鑑賞できる環境を整える

国内外の質の高い文化芸術を鑑賞できる文化施設がある

文化芸術活動の練習、準備、発表の場として使いやすい

文化施設がある

市民が気軽に集まり交流を深めることのできる文化施設がある

その他

特にない

無回答

Ｎ＝875       

Ｎ＝875 Ｎ＝1334 

令和6年度第2回市政アンケート    



２．調査概要 
○ 市政アンケート 

 このアンケートは、市内に居住する満１８歳以上の市民２，０００人を無作為抽出して、年

度内に２回実施するものです。 

○ 調査期間    令和６年９月２日（月） ～ ９月１７日（火） 

○ 調査方法 

（1）対 象      市内に居住する満１８歳以上の市民（外国人を含む） 

（2）標 本 数      ２,０００人 

（3）抽 出 法      住民基本台帳をフレームとする無作為抽出(※) 

（4）調査方法  調査票を郵送、回答は郵送又はインターネットを通じて回収 

（5）回 収 率      調査標本数２,０００人に対して 

        有効回収数 ８７５人（有効回収率４３．８％） 

（6）質 問 数      ４１問 

※ 母集団から標本を抽出する手法の一つで、今回は、母集団（市内に居住する満１８歳以上

の市民）から、区の人口比率に応じて無作為に標本（２，０００人）を抽出しました。 

○ その他 

 パーセントについては、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。このため、合計が

１００％にならないこともあります。 

※詳細は、本市公式ウェブサイト（トップページ＞市政情報＞広報・広聴＞市政アンケート

＞令和６年度 第２回市政アンケート（調査結果））からご覧いただけます。 
 
https://www.city.nagoya.jp/sportsshimin/page/0000179356.html 
 
 

http://#
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令和 6年度 第 2回 市政アンケート 

市政アンケートは、市内に居住する満 18 歳以上の市民 2,000 人を無作為抽出して、年度内

に 2回実施するものです。 

■調査期間 

令和 6年 9月 2日（月曜日）から 令和 6年 9月 17 日（火曜日）まで 

■調査方法 

（1）対 象      市内に居住する満 18 歳以上の市民（外国人を含む） 

（2）標 本 数      2,000 人 

（3）抽 出 法      住民基本台帳をフレームとする無作為抽出(※) 

（4）調査方法  調査票を郵送、回答は郵送又はインターネットを通じて回収 

（5）回 収 率      調査標本数 2,000 人 に対して 

        有効回収数   875 人 （有効回収率 43.8％） 

（6）質 問 数      41 問 

※ 母集団から標本を抽出する手法の一つで、今回は、母集団（市内に居住する満 18 歳以上

の市民）から、区の人口比率に応じて無作為に標本（2,000 人）を抽出しました。 

■アンケートテーマ 

（1）区役所における窓口サービスについて 

（2）人とペットの共生について 

（3）再犯防止の推進について 

（4）次期文化芸術推進計画について 

（5）人権について 

■その他 

パーセントについては、小数点以下第 2位を四捨五入して算出しました。このため、合計

が 100％にならないこともあります。 

■問い合わせ先 

調査テーマに関すること 

・「区役所における窓口サービスについて」 

スポーツ市民局区政課 電話番号:052-972-3111 

・「人とペットの共生について」    

健康福祉局食品衛生課 電話番号:052-972-2649 

・「再犯防止の推進について」 

スポーツ市民局地域安全推進課 電話番号:052-972-3121 

・「次期文化芸術推進計画について」    

観光文化交流局文化芸術推進課 電話番号:052-972-3172 

・「人権について」    

スポーツ市民局人権施策推進課 電話番号:052-972-2583 

 

 

調査概要に関すること      スポーツ市民局広聴課 電話番号:052-972-3140 

 

 

資料 1 
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名古屋市では、社会情勢の変化を踏まえ、区役所における窓口サービスを見直す必要が

あると考えています。 

今回のアンケートは、区役所における窓口サービスについて市民の皆さまの意見をおた

ずねし、サービス向上の参考とさせていただくものです。 

 

① 区役所における窓口サービスについて 

 

 

 

 

 

※各図表の「Ｎ」は、回答者数を表しています。 

問１ あなたは、過去２年間で、手続きや相談などのために区役所・支所を訪れた、または

電話で問い合わせをしたことがありますか。（○は１つだけ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

《問１で１と答えた方（過去２年間で、区役所・支所を訪れた、または電話で問い合わせを

したことがある方）におたずねします》 

問２ 区役所・支所を訪れたり、電話で問い合わせをした際に、総合的にご満足いただけま

したか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2 

ある
76.2%

ない
23.4%

無回答
0.3%

満足であった
42.6%

どちらかといえば満

足であった
45.3%

どちらかといえば

不満であった
9.9%

不満であった
1.8%

無回答
0.4%

N=667 

N=875 
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《問２で１、２と答えた方（総合的に満足であった方）におたずねします。》 

問３ どのような点でご満足いただけましたか。（○はいくつでも） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問２で３、４と答えた方（総合的に不満であった方）におたずねします。》 

問４ どのような点でご満足いただけませんでしたか。（○はいくつでも） 

  

N=586 

49.7%

47.6%

32.9%

34.6%

2.7%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

説明がわかりやすく丁寧だった

窓口案内がわかりやすかった

事務処理が迅速だった

来庁、電話の目的が達成された

その他

無回答

21.8%

16.7%

59.0%

5.1%

16.7%

24.4%

12.8%

26.9%

30.8%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

申請書の書き方・必要な書類などの説明が

わかりにくかった

書類の提出先・問い合わせ先などの窓口案内が

わかりにくかった

窓口での待ち時間が長かった

電話での待ち時間が長かった

行政手続きをする窓口が複数に分かれていた

行政手続きがデジタル化・オンライン化（※）

されていない

平日夜間に窓口が開いていない

土日休日に窓口が開いていない

その他

無回答

N=78 
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※行政手続きのデジタル化とは、手続きの効率化や利便性の向上を目的として、従

来紙を用いて行っていた申請等の手続きについて、データを用いる方式に変更す

ることです。 

オンライン化とは、インターネットを用いて手続きを行えるようにすることです。 

 

《すべての方におたずねします。》 

問５ あなたが特に望む区役所の窓口サービスはどのようなものですか。（○は３つまで） 

 
 

N=875 

45.0%

50.7%

34.3%

44.3%

22.2%

18.4%

26.6%

2.9%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

対面で丁寧に相談にのってくれる窓口

複数の窓口に行かなくて済むワンストップで

手続き可能な窓口

場所や時間を問わず手続きや相談ができる窓口

説明や手続きが分かりやすい窓口

手続きのデジタル化等による、申請書等を

手書きしなくてよい窓口

事前予約制の導入などによる、待たなくてよい窓口

手続きや相談のオンライン化などによる、

行かなくてもよい窓口

その他

無回答
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名古屋市では、犬猫の殺処分ゼロを目指すとともに、犬猫による迷惑を減らし、人とペ

ットが共に生きる社会を実現するため、令和元年度に「人とペットの共生推進プラン」を

策定しました。プランに基づき、殺処分ゼロに向けた取り組みの推進と、動物の愛護と適

正な飼養についての関心や理解を一層深める活動を行っています。 

このアンケートは、ペットについて、市民の皆さまにご意見をいただき、今後の参考と

させていただくものです。 

② 人とペットの共生について 

 

 

 

 

 

 

 

＜ペットについて＞ 

問６ あなたのご家庭では、ペットとしてどんな動物を飼っていますか。（○はいくつでも）

※あなたやあなたを含むご家族で世話をしているペットについてお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

《問６で１と答えた方（犬を飼っている方）におたずねします。》 

問７ あなたのご家庭では、主にどこで犬にフンをさせていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=875 

13.3%

8.7%

4.7%

74.1%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

犬

猫

その他

飼っていない

無回答

N=116 

自宅に設置した動

物専用トイレ
44.8%

自宅の敷地内
14.7%

自宅の敷地外
35.3%

その他
1.7%

無回答
3.4%
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《問６で２と答えた方（猫を飼っている方）におたずねします。》 

問８ あなたのご家庭では、どこで猫を飼っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問６で１、２と答えた方（犬または猫を飼っている方）におたずねします。》 

問９ あなたのご家庭では、飼っている犬猫に避妊または去勢手術をしていますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=76 

室内のみ
93.4%

室内及び屋外
5.3%

屋外のみ
0.0% 無回答

1.3%

N=183 

すべての犬猫にしてい

る
80.9%

一部の犬猫にしている
3.8%

していない
10.9%

わからない
1.6%

無回答
2.7%
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《すべての方におたずねします。》 

問10 あなたは、近隣の犬や猫について、迷惑を感じていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ペットの災害対策について＞ 

《すべての方におたずねします。》 

問11 あなたは、ペットとの同行避難について知っていましたか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大規模な災害が発生した場合には、人だけではなく多くのペットも被災し、ペットを連

れて避難される方が多数いることが予想されます。名古屋市では、原則、市立小中学校が

ペットとの同行避難（災害発生時にペットとともに移動を伴う避難行動を行うこと）が可

能な指定避難所となっています。飼育場所は、避難者の生活場所と離れた場所で、軒下、

自転車置き場、テントなど風雨をしのげる場所です。 

N=875 

感じている
15.0%

どちらかといえば感

じている
15.3%

どちらかといえば感

じていない
20.1%

感じていない
48.6%

無回答
1.0%

N=875 

知っていた
19.0%

内容は知らないが、聞

いたことがある
37.1%

知らなかった
43.2%

無回答
0.7%
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問12 あなたは、原則、市内の市立小中学校がペットとの同行避難が可能なこと（飼育場所

は避難者の生活場所と離れた場所）を知っていましたか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問６で１、２、３と答えた方（ペットを飼っている方）におたずねします。》 

問13 あなたは、災害時に備えて、飼っているペットのために備えていることはあります

か。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=875 

知っていた
6.3%

市立小中学校で同行避難が可能な

ことは知っていたが、飼育場所は

知らなかった
17.9%

知らなかった
74.9%

無回答
0.9%

N=218 

67.9%

55.5%

37.2%

51.4%

10.6%

15.6%

28.9%

13.8%

2.3%

1.4%

20.2%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

エサ・水

ケージ・キャリーバッグ

首輪・リード

トイレ用品

飼主の情報（連絡先など）

動物の情報（写真、ワクチン接種状況）

マイクロチップの装着

しつけ

ペット一時預け先の確保

その他

何も準備していない

無回答
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《問６で１、２、３と答えた方（ペットを飼っている方）におたずねします。》 

問14 災害時、あなたはペットとどのように避難するか検討していますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《問６で１、２、３と答えた方（ペットを飼っている方）におたずねします。》 

問15 あなたは、ペットと同行避難をする場合、心配なことはありますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=218 

指定避難所に同行避難

する
28.0%

親戚、知人、ペットホテ

ル等に預ける
5.0%

車中泊する
35.3%

その他
5.5%

特に検討していない
24.3%

無回答
1.8%

42.7%

57.3%

56.9%

9.6%

5.0%

10.6%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

同じ生活場所で飼育で

きない

周囲とのトラブル

ペットの体調

飼っている頭数が多い

ので、同行避難が困難

その他

特にない

無回答

N=218 
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《問６で４と答えた方（ペットを飼っていない方）におたずねします。》 

 
問16 あなたは、ペットとの同行避難について心配なことはありますか。 

（○はいくつでも） 

 

 過去の災害では、ペットが理由で避難できなかった飼主の方が、二次災害に遭うなどの

事例が発生しています。名古屋市では、そのような事例の発生を防ぐため、市立小中学校

が原則として同行避難可能な指定避難所となっています。非常時で大変な時だからこそ、

ペットを飼っている方・飼っていない方のご理解とご協力が大切です。 

44.0%

39.5%

66.4%

14.7%

32.4%

17.6%

14.7%

4.0%

15.4%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

鳴き声がうるさい

悪臭がする

ふん尿の放置

病気をうつされる心配がある

かみつかれたり、引っかかれたりすることがこわい

アレルギーがある

動物が苦手

その他

特にない

無回答

N=648 
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名古屋市では、平成２８年度の「再犯の防止等の推進に関する法律」の施行を受け、令

和 3 年度に「名古屋市再犯防止推進計画」を策定し、犯罪や非行をした人（以下、「犯罪を

した人等」という）の立ち直りを支援し、再び犯罪や非行をしないようにするための取組

を行っています。 

 このアンケートは、市民の皆さまに再犯防止に関する考え方などをおたずねし、今後の

施策検討の参考とさせていただくものです。 

③ 再犯防止の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

わが国の犯罪件数は年々減少傾向にあり初犯者も減少していますが、検挙が２回目以上

となる再犯者の割合（再犯者率）は毎年 48％を超えており、高い水準で推移しています。

犯罪を抑止する上では再犯防止対策が重要な課題となっています。 

また、犯罪をした人等の多くは、刑事司法手続きを終えたあと、刑務所などの矯正施設

に入所せず、地域社会に戻ってきます。 

 

問 17 あなたは、犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=875 

思う

5.6%

どちらかといえば思う

19.3%

どちらかといえば思

わない

28.2%

思わない

19.3%

わからない

25.6%

無回答

1.9%
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《問17で１、２と答えた方（協力したいと思う方）におたずねします。》 

問 18 あなたは、どのような協力をしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N=218 

27.5%

11.0%

15.1%

16.1%

18.3%

5.0%

7.3%

34.4%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

犯罪をした人等の相談に乗り、助言やサポートをする

協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）とし

て、犯罪をした人等を雇用する

更生保護施設（刑務所等を出所後、ただちに自立更生することが

困難な人に対して、一定期間、宿泊場所や食事を提供する民間の

施設）にお金や品物を寄付する

再犯防止に関するボランティア（犯罪をした人等との交流など）

に参加する

再犯防止に関する啓発キャンペーンやイベントなどに参加する

ＳＮＳなどを活用して広報・啓発活動の情報を発信する

その他

わからない

無回答
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《問17で３、４と答えた方（協力したいと思わない方）におたずねします。》 

問 19 あなたが、犯罪をした人等の立ち直りに協力したいと思わない理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《すべての方におたずねします。》 

国の調査によれば、仕事に就いていない人は仕事に就いている人に比べて再犯率が約３

倍と高く、不安定な就労が再犯リスクとなっていることが明らかになっています。 

 

問 20 あなたは、過去に犯罪をした人等を積極的に雇用すべきだと思いますか。 

（○は１つだけ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

N=416 

N=875 

思う

7.7%

どちらかといえば思う

37.6%

どちらかといえば

思わない

15.8%

思わない

8.7%

わからない

29.5%

無回答

0.8%

53.8%

39.7%

46.6%

13.7%

38.9%

38.2%

7.0%

18.8%

9.1%

6.7%

1.0%

1.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自分や家族の身に何か起きないか不安だから

犯罪をした人等と、かかわりを持ちたくないから

犯罪をした人等と、どのように接すればよいかわからないから

自分自身にメリットがないから

自分に何ができるのか具体的なイメージがわかないから

時間や体力、金銭面などの余裕がないから

興味がないから

犯罪をした人等への支援は国や地方公共団体が行うべきだから

犯罪をした人等を支援するべきではないから

その他

わからない

無回答
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名古屋市では、雇用を通じて犯罪や非行をした人の立ち直りを支える事業者（協力雇用

主）を「立ち直り支援推進企業」として、協力雇用主を下請として積極的に活用する事業

者を「立ち直り支援応援企業」として認定しています。 

（https://www.city.nagoya.jp/sportsshimin/page/0000168814.html） 

 

問 21 あなたは、「名古屋市立ち直り支援推進企業等認定制度」を知っていましたか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

犯罪をした人等が立ち直るには、本人の努力は当然必要ですが、一方で、高齢や障害、

疾病、不十分な教育や厳しい成育環境など、本人の努力だけでは立ち直りが難しい場合が

あります。 

こうした場合には、就労や住居の確保に向けた支援、保健医療・福祉サービスの利用に

向けた支援などが必要です。 

国や地方公共団体がこうした対策を進めるには、社会全体の理解と協力を得ることが不

可欠です。名古屋市では、市民の皆さまに関心や理解を深めていただくため、再犯防止に

関する啓発・広報活動を実施しております。 

 

問 22 あなたは、名古屋市は再犯防止に向けた取り組みを推進すべきだと思いますか。 

（○は１つだけ） 
 

  

N=875 知っていた

6.4%

知らなかった

92.6%

無回答

1.0%

N=875 

思う

37.8%

どちらかといえば思

う

43.8%

どちらかといえば思

わない

3.8%

思わない

1.4%

わからない

13.1%

無回答

0.1%

http://#
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問 23 あなたは、再犯防止に関してどのような話を聞いてみたいですか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29.9%

21.9%

32.6%

20.3%

18.5%

1.0%

15.0%

22.6%

0.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

犯罪や非行から立ち直った人の経験談

犯罪をした人等の立ち直りを支援する民間団体などの取組の

解説

繰り返し犯罪をした人等がかかえる課題や、それらの課題解

消のための取組の解説

協力雇用主（犯罪前歴を承知の上で雇用に協力する事業主）

の経験談

保護司（犯罪をした人や非行少年を見守り、助言などを行う

ボランティア）など、再犯防止に取り組む民間協力者の経験

談

その他

わからない

特にない

無回答

 

立ち直りを支える民間協力者や福祉事業者、家

族等に向け、支援事例紹介や課題に応じた本市の

支援窓口・サービス等をわかりやすく紹介したハ

ンドブックを作成しております。 

ぜひ二次元コードを読み込んでご覧ください。 

N=875 
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名古屋市は、文化芸術を推進することにより、本市が魅力と活力あふれるまちになるこ

とを目指し、様々な文化施策を行っていますが、さらなる文化芸術の推進のため、市民の

皆さまのご意見をおたずねし、新たな取り組みについて検討するための参考とするもので

思う

7.7%

どちらかといえば思う

36.7%

どちらかといえば思

わない

26.5%

思わない

13.8%

わからない

14.2%

無回答

1.1%

④ 次期文化芸術推進計画について 

 

 

 

 

 

問24 あなたは、「文化的なまち」という言葉からどのようなまちをイメージしますか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問25 あなたは、名古屋を「文化的なまち」だと思いますか。（○は１つだけ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

N=875 

54.6%

13.3%

54.6%

58.6%

43.8%

1.8%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

音楽や美術などに関するイベントが多く開催されるまち

多くの文化人や芸術家を輩出しているまち

伝統的なお祭りや行事、芸能が盛んなまち

美しい景観を持ったまち（歴史的な街並み、特徴的な建物など）

多くの文化財や芸術作品（まちなかの彫刻など）に触れることの

できるまち

その他

無回答

N=875 
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問26 あなたは、文化芸術のうちどれに興味がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問27 あなたは、文化や芸術に触れることが大切だと思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

64.3%

37.0%

21.1%

21.8%

30.2%

29.7%

1.0%

9.3%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

芸術（文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊など）

メディア芸術（映画、マンガ、アニメなど）

伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎など）

芸能（講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱など）

生活文化等（茶道、華道、書道、食、囲碁、将棋、出版物、レ

コードなど）

文化財並びにその保存技術

その他

特にない

無回答

N=875 

N=875 

思う
58.4%

どちらかといえば

思う
33.7%

どちらかといえば

思わない
1.6%

思わない
0.7%

わからない
4.9%

無回答
0.7%
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問28 名古屋の文化芸術などで、あなたが誇れると思うものは何ですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

問29 あなたは、この３年ぐらいの間に、市内外問わず、コンサートホールや美術館など

にでかけて、鑑賞したものはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.4%

16.1%

25.3%

64.8%

12.8%

28.2%

36.5%

1.1%

12.0%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

名古屋在住または出身の芸術家・芸能人（作家、歌手など）

名古屋ゆかりの芸術作品・文化的業績（文学作品、絵画など）

名古屋にある文化施設（ホール、劇場など）

名古屋にある歴史的建造物（城、旧宅など）

名古屋ゆかりの伝統芸能（能楽、日本舞踊など）

名古屋で催されるイベント（祭り、コンサートなど）

名古屋の生活文化（名古屋ことば、食文化など）

その他

特にない

無回答

17.1%

17.5%

9.2%

2.0%

3.9%

4.5%

4.1%

24.5%

0.7%

14.9%

1.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

音楽（クラシック、ロックなど）

美術作品（絵画、写真など）

演劇（演劇、ミュージカルなど）

舞踊（バレエ、日本舞踊など）

伝統芸能（歌舞伎、能など）

大衆芸能（落語、漫才など）

生活文化（茶道・華道・書道など）

映画（邦画、洋画、アニメなど）

その他

鑑賞したことはない

無回答

N=875 

N=875 
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問30 あなたは、本市の文化事業で、知っているものはありますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 本市の現在の文化芸術に対して、あなたはどう思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8%

20.7%

7.4%

15.7%

9.1%

24.8%

3.2%

36.3%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

魅力的な公演や展覧会がある

公演や展覧会をするための文化施設が整っている

公演や展覧会に関する情報が入手しやすい

魅力的な公演や展覧会がない

公演や展覧会をするための文化施設が整っていない

公演や展覧会に関する情報が入手しにくい

その他

特に意見はない

無回答

N=875 

N=875 

67.3%

13.1%

1.9%

7.2%

16.9%

15.9%

9.6%

5.0%

5.8%

0.9%

3.1%

0.2%

20.9%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

名古屋フィルハーモニー交響楽団（定期演奏会、まちかどコン

サートなど）

名古屋市文化振興事業団（総合舞台芸術公演、ファン・デ・ナゴ

ヤ美術展など）

名古屋版アーツカウンシル（クリエイティブ・リンク・ナゴヤ、

文化芸術推進評議会）

ユネスコ・デザイン都市なごや

名古屋市民芸術祭

区民美術展、市民美術展

子どものための巡回劇場

やっとかめ文化祭ＤＯＯＲＳ

ナゴヤ・マーチング＆バトンウェーブ

アッセンブリッジ・ナゴヤ

Nagoyaポップアップ・アーティスト

その他

どれも聞いたことがない

無回答
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問32 あなたは、文化芸術の分野において、今後どのような取り組みが必要だと思いま

すか。（○は３つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33 本市の文化芸術について、ご意見・ご感想などがありましたらご自由にお書きくだ

さい。 
・ 大人も子供も参加できるイベントをやってほしいです。 

・ 街ピアノ、ストリートピアノなど劇場でない場でアートに触れることができるとよいと思

う。小さい子がいると、コンサートも行けない… 

・ 学生ボランティアなどを通じて文化と触れ合う機会を増やしてほしい。 

・ こども連れでも気軽に行ける展覧会やコンサートが増えれば、もっと文化芸術に触れる機

会が増やせるのではないかと思いました。 

・ 現代は余裕がない時代なので、文化芸術にお金をかけづらいと思うが、やはり文化芸術が

溢れる街になってほしいと願います。 

ほか 

 

18.7%

23.4%

42.2%

28.1%

19.8%

21.5%

13.0%

7.7%

14.4%

1.5%

18.2%

2.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

文化芸術に関わる人材を育てる支援体制を作る

（活動場所の提供など）

文化芸術を活用して、観光、まちづくり等文化芸術以外の

分野と協力した活動を行う

身近な施設で、気軽に、文化芸術を鑑賞できる機会を

提供する

まちなかで、日常的に、文化芸術に触れる機会を提供する

文化芸術に関する情報を広く発信する

誰もが分け隔てなく公演が鑑賞できる環境を整える

国内外の質の高い文化芸術を鑑賞できる文化施設がある

文化芸術活動の練習、準備、発表の場として使いやすい

文化施設がある

市民が気軽に集まり交流を深めることのできる文化施設がある

その他

特にない

無回答

N=875 
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人権とは、だれもが生まれながらに持っている幸せに生きる権利です。 

名古屋市では、市民一人ひとりの人権が尊重され、差別や偏見がない人権感覚にすぐれ

た「人間性豊かなまち･名古屋」の実現をめざして、「なごや人権施策基本方針」を策定

し、これに基づき人権施策の総合的・計画的な推進に努めています。 

今回のアンケートは、人権に関する市民の皆さまの意識についておたずねし、今後の人

権施策を進めるうえでの参考とさせていただくものです。 

⑤ 人権について 

 

 

 

 

 

 

 

 
問34 あなたは、今の日本が、基本的人権の尊重されている社会だと思いますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 あなたは、これまでの間（おおむね１０年以内またはおおむね１０年以上前）に自

分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 （○はいくつでも） 

 

                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

N=875 
そう思う

11.9%

どちらかといえばそ

う思う

47.2%

どちらかといえばそ

う思わない

16.0%

そう思わない

11.7%

わからない

9.8%

無回答

3.4%

N=875 

13.9%

7.1%

75.3%

5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

おおむね１０年以内にある

おおむね１０年以上前にある

ない

無回答
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《問35で１または２と答えた方（おおむね１０年以内または１０年以上前に自分の人権が侵害

されたと思ったことがある方）におたずねします。》 

問36 あなたは、どのようなことで自分の人権が侵害されたと思いましたか。 

（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

N=171 

49.1%

24.0%

43.3%

7.6%

11.7%

15.8%

38.6%

9.9%

4.7%

8.8%

2.3%

0.0%

5.3%

3.5%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

あらぬ噂、他人からの悪口、かげ口、仲間はずれ、

無視、名誉や信用を傷つけられたり、侮辱された

差別待遇（人種・国籍・民族・信条・年齢・性別・

性的指向・性自認・社会的身分・門地・障害・

疾病等により、不平等または不利益な取扱いをされた）

職場における不当な待遇

役所や医療機関、福祉施設などで不当な扱いを受けた

学校などにおいていじめや体罰など不当な扱いを受けた

プライバシーの侵害（他人に知られたくない個人的事項を

知られたなど）

セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント

などのハラスメント

暴力・強迫・虐待・強要

ストーカー的行為（特定の人にしつこく

つきまとわれたことなど）

悪臭・騒音等の公害

ＨＩＶや新型コロナウイルス感染症の感染者などに

かかわる人権侵害

ハンセン病患者や元患者にかかわる人権侵害

その他の人権問題

答えたくない

無回答
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《すべての方におたずねします。》 

問37 あなたは、自分の人権が侵害されたと思った時、どちらに相談しますか。 

                  （○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.4%

61.7%

19.5%

5.7%

18.5%

17.5%

4.5%

1.5%

5.0%

8.6%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

友人、同僚、上司

家族、親戚

弁護士

法務局や人権擁護委員

市（区）の相談窓口

警察

人権擁護団体

その他

どこにも相談しない

わからない

無回答

N=875 
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問38 人権にかかわるさまざまな問題がありますが、あなたは、どのような人権問題に関

心がありますか。（○はいくつでも） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

33.3%

32.8%

27.0%

31.7%

8.2%

14.2%

13.5%

37.4%

9.3%

6.1%

4.8%

3.5%

13.8%

6.7%

9.9%

35.3%

2.2%

7.9%

5.1%

2.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障害者の人権

部落差別（同和問題）

外国人の人権

セクシュアル・マイノリティ（ＬＧＢＴなどの性的少数

者）

インターネットによる人権侵害

自殺者やその遺族にかかわる人権問題

ホームレスにかかわる人権問題

ＨＩＶや新型コロナウイルス感染症の感染者などにかか

わる人権問題

ハンセン病患者や元患者にかかわる人権問題

犯罪被害者やその家族にかかわる人権問題

アイヌの人々にかかわる人権問題

北朝鮮拉致被害者等にかかわる人権問題

職場における人権問題（不当な待遇やパワー・ハラスメ

ントなど）

その他

特にない

わからない

無回答

N=875 
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問 39 あなたは、人権問題を解決し、人権尊重の社会を実現するためには、どのような取

り組みが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.5%

33.1%

26.6%

29.5%

18.6%

43.2%

14.4%

24.1%

29.9%

33.9%

1.3%

3.9%

10.6%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

人権尊重意識を高めるための啓発活動の充実

人権問題に対する相談・支援体制の充実

不合理な差別や格差を解消、是正するための制度の改善や施策の

充実

人権侵害に対する法的規制や救済・支援策の強化

人権に関する条例の整備

学校における人権教育の充実

地域社会における人権学習や交流・連携

企業などにおける人権尊重意識を高める取り組み

人権にかかわりの深い職業に従事する人の人権意識の向上（公職

者、公務員、教員、社会教育関係者、医療関係者、福祉関係者、

マスメディア関係者、インターネット業界関係者など）

一人ひとりの人権尊重意識を高める努力

その他

特にない

わからない

無回答

N=875 



 

- 26 - 
 

問 40 市民一人ひとりの人権尊重への理解を深めるために、あなたが効果的だと思う啓発

活動は何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 41 あなたが日頃、「人権」についてお考えのことや、お気づきのことなどについて、何

でも結構ですのでお気軽にお聞かせください。 

・ 生まれた時からひとりひとり違うのでお互いを理解すること、お互いに相手の立場に立っ

て考えられるといいなぁと思います。 

・ 色々なメディアなど目につく所で人権について考えていく事で一人ひとりの意識を自然に

高める事が出来ると思います。 
・ 「人権」と言うと固くてむずかしく思えてしまう。知らないことで差別がうまれたりする

ので何事も知ることが大切だと思う。学生の頃に色々な人とふれ合う機会があると良いと

思う。 
・ インターネットの利用が当たり前の世の中なのでその手軽さからいつの間にか子供たちの

人権が侵害されたりしないか心配。 
・ 要望や不満があって声を上げられる人はいるが、色んな理由で声が上げられない人もい

る。そういう人達に手を差し伸べられるような社会になればいいなと思う。     
ほか 

18.5%

19.5%

6.9%

21.0%

21.8%

7.2%

22.9%

32.0%

5.0%

27.4%

4.0%

1.5%

28.3%

52.2%

1.6%

5.0%

11.3%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

講演会・映画会や講座などの開催

啓発イベント、キャンペーンなどの開催

なごや人権啓発センター（ソレイユプラザなごや）などの

市民利用施設の利用促進

新聞・雑誌などへの啓発記事の掲載

広報なごやへの啓発記事の掲載

市のウェブサイトなどへの啓発記事の掲載

ＳＮＳでの啓発記事の情報発信

テレビ・ラジオでの啓発番組やＣＭ放送

啓発冊子やパンフレットの作成・配布

地下鉄の駅や車内・公共施設等へのポスターなど

の掲出

垂れ幕、立看板の設置、大型ディスプレイなどを

活用した啓発

啓発ＤＶＤ・ビデオ・図書などの貸し出し

企業、市民団体などにおける人権教育

学校などにおける人権教育

その他

特にない

わからない

無回答

N=875 
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■標本構成 

Ｆ１性別 

 全体 男性 女性 その他 無回答 

％ 100.0% 42.5% 56.2% 0.5% 0.8% 

回答者数 875  372  492  4 7 

 
Ｆ２年代 

 全体 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳以上 無回答 

％ 100.0% 0.8% 6.2% 10.4% 16.5% 19.1% 18.9% 27.5% 0.7% 

回答者数 875  7  54  91 144  167  165  241  6  

 
Ｆ３職業 

 全体 

会社員・ 

公務員

(ﾌﾙﾀｲﾑ) 

自営・ 

自由業 

ｱﾙﾊﾞｲﾄ･

ﾊﾟｰﾄ(派遣

も含む) 

家事 

専業 
学生 

無職 

(定年後

も含む) 

その他 無回答 

％ 100.0% 34.4% 8.3% 16.2 13.3% 2.3% 22.2% 2.1% 1.3% 

回答者数 875  301 73  142    116  20  194  18 11 

 
Ｆ４居住区 

 全体 千種区 東区 北区 西区 中村区 中区 昭和区 瑞穂区 

％ 100.0% 7.3% 3.1% 6.6% 7.7% 7.1% 3.1% 4.6% 4.3% 

回答者数 875  64  27  58  67  62  27  40 38  

 熱田区 中川区 港区 南区 守山区 緑区 名東区 天白区 無回答 

％ 3.4% 9.3% 4.9% 6.4% 6.9% 11.4% 6.7% 6.2% 1.0% 

回答者数 30  81  43  56  60  100  59  54  9  

 


